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 要 旨   
背景： 
アルコール摂取の外傷後の心理的な症状への影響について調査した以前の研究は、矛盾

した結果を生み出していた。 
方法： 
外傷で入院した 1,045 人の患者が入院中に外傷前のアルコール消費パターンを評価され、

また外傷後 3 か月でその前の 1 か月間を再評価された。不安、うつ、外傷後ストレス障害

（PTSD）が事故後と 3 か月後で評価された。サブサンプル(n = 167)では、血中アルコール

濃度が救急部に来院した時に測定された。 
結果： 
事故前の中等量アルコール消費は 1 週後と 3 か月後で低いレベルの心理的ストレスを予

測した。血中アルコール濃度と精神医学的結果の間に有意な関連はなかった。生存者での

セルフメディケーションの状況より、PTSD は事故後のアルコール乱用を予測した。 
制限： 
アルコール消費による事故の重症度と種類への影響はコントロールされていなく、非参

加がアルコール消費パターンに関連していたかもしれない。外傷後すぐに得られたアルコ

ール使用の後ろ向き報告によるものであり、これらの報告が回顧時の状態に影響を受けた

かもしれない。私たちのフォローアップは 3 か月に限られ、その前のアルコール使用と外

傷後の状態との長期的関連の評価が必要である。 
結論： 
アルコール消費が外傷と外傷後の回復に潜在的な影響を与えるなら、効果的なスクリー

ニングと適度なアルコール消費に焦点を当てる初期の介入戦略を提唱する。 

 




